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1。またがこ  ャ ″断働颯加は|よ、2,人のこЙたの間にV年形の特航をはさみ込ん織颯湘慎て'ぁる。 そ の製作
上の常1約かう、上面んし'ξ斌のた4はハ猥(のみとす身肉落揚した斜禽T継をとなる。 姥 力うの実験によると、
このヤ里離̀ 城颯ス酬民の,電友夜をえ御七カ励抽直角方向に皮周した場7)、輸前生の通こによ,てこのす″肉動
に交るの森返し働外曲げた力か力用することず燿驀されたl 沐新えでは、この劇角T継を去スする荻然 と用
いて両板りの曲げの疲J%で喰tたぃ、料負T狂その友れ強こにつぃてな颯サるとともに、実物人のヤ″断御鋼入

版の上御族と| 蒻ヾのつけ肉方燃 そkおけるた労これつの発生の可亀准につし`て弟千のる果をメロんた。

2.実 lI貧湖で多  1)供 がMた  ょ れ体の形人は図1にぶすょラに拠 ヤ
'卸昨御コ乳ス剤ヽを″多分肖為に切リムしたものと犯たし、秋が溶、のすみ力翻 の//7よは

実物たのヤア断衡鋼加キたのすみ内ノ誹象野の形′ズと同́ となるようにタン牢した。 な
ら、秋試体にぉぃて、す″内,製認Pの1済ヽ側り上瑞に豪人の曲げ應力が発生し、か

っ、磁 ●械荷点で象雄 しなぃょぅに軸 の■スを大つた。 面腋は/"像
|℃材は6■このSS41琳を用い、1∪財とこ〕罠ρなす角ガ麟̀州∬

°
とした。 ま た、輌

承ZI朝のメ財多はそ′鵡夕とca2孝̀ うの牡姜之用ぃた。い千.続 の'ぷ棒`用い

図 1棋 言べ林

た次パ淋ヽをH6フ リ́ ズ
｀
、そして、ヵし者のジ引″■用しヽたものとC6ク ソ́ だと

イぶ。)

2)史ョ矢ヵス ゎ“広ントの支持ガ鎌Lは図2 itぶすょラにIS粛の■輛甲七口だ鑑 し
た。図2にふすように.伽赦ヤ文アアで上下の力向に両源りとなるように嫉邊 し

満色を域Kした。 泉労契賓慮力鋤け一末パルサ歯晨用し、消酸01御により々
ヮた。 なお、力貯これつのた几に対して:次の3つのカス歯務用して実験七蕉ヮた。 疲労されつ
a)嫌Zしよ/θ力回みに動向ラル湾乞́ 埼ヤ酢してそ網飯胸`た・ヽ、す″内笏諄ふ″ゼンカに貼  ハ 、すみ肉溶接

りおけたげ プ ィ のクカ の妹 を調べる.腋 労なれっが

:薔♭11」 「

tん

心1繹 遷 駿
る師 のだリカに貼り右けた'すリゲープの勧角̀ ず分根悩。̀Lれ之̀ `

0カラ́ ″ェックによる日承。て'久デこれつの堵熱2夕員べる。               ~面 板

3.期 醐 Lとそ残 泉 1激 れ れつ薇 生勧 徊 残 嫁 漁 ■ょ図3にふ ワ3上榊 硼 これつ

すょうにすみ肉坊秘閣野のIじ昴イ具わよコ満"∠すみ内ガ鶏キのルートηに

象労これつが妥螢生した。 写真1は実態 」′た、ゅ婦ヽ朱とす″肉ぶ

燿常7でる1役って初滸しF減働の1冽左ふす。 こ のようなス島角の規

察により、そ秀枠左凩しヽたH67り だ́の秩夕ヽ体すべてにおいて、
ルート″にか け不足が拠ゎられた。 一カ、C6シ ソ́ ズの供試 手 集 1友 労 とにっの̀ 皮面
め、におぃてはほとんどルントィにはれ サ不足はスタれたかった。 こ のようなルーh″のが 不足■永労こ
れクの発生点となることが十分に予想され、表Йに対する物 下左招くとえた,れる。
2)すみ肉ノ‖多すJ論とル=H″のひすつナ脈幅のこに す ″肉瘍惚ち口喘湖セルントキにクすリグ́ グ左貝ちり右け
ることは困難でぁるのて・、回路にふすようltlじ材に鮨り村けた参ずみゲ́ グが多ク勢 旅幅の分布を求め、それ
とjttkて甕飾夫してJL聯 とル́ h汗の形臨 クず″派蜂1求めた。
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